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第1図　つくば科学フェスティバル2005が開催されたつく
ばカピオ入り口の様子．天候はあまり良くありま
せんでしたが，3日間で14,000名を超える来場者
がありました．

1．つくば科学フェスティバル2005について

筑波研究学園都市の秋の恒例行事「つくば科学フ
ェスティバル」が2005年10月8日（土）～10日（月・祝）
につくば市のイベントホール「つくばカピオ」で開催さ
れました．例年は開催期間が2日間でしたが，今年は

「TX（つくばエクスプレス）開業記念」と銘打って3日
間に渡って催されました（第1図）．

このフェスティバルは，分かりやすい実験などを通
して青少年たちに科学に親しんでもらおうと，毎年つ
くば市が主催している科学のイベントで，今年が10回
目の開催になります．筑波研究学園都市周辺にある
大学及び研究機関の研究者や，小学校から高校まで
の先生と生徒の皆さんによって出展され，全部で52
機関63企画がつくばカピオにずらりと並びました．研
究機関や大学が集中しているつくば市らしい催しと言

えましょう．イベント期間中は曇り時々雨とあまり良く
ない天気が続きましたが，来場者数は1日目が3,958
人，2日目が6,509人，3日目が4,067人あり，3日間合計
で14,000人を超す賑わいを見せました．

産業技術総合研究所からは，地質調査総合センタ
ー地質標本館が「化石キャストを作ろう」というタイト
ルで，3日間の開催期間のうち10月8～9日の2日間出
展しました．地質標本館がこのフェスティバルに出展
するのは今年で5回目，また「化石キャストを作ろう」
というタイトルでの出展は昨年（井川ほか, 2005a）に次
いで2度目となります．出展ブース（第2図）は幅7.2m，
奥行き3.6mのスペースが地質標本館に割り当てら
れ，昨年の2.5倍ほどの面積を使用できました．今年
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第2図　地質調査総合センター地質標本館出展ブースの
様子．通路側（左側）奥のテーブルは受付席，そ
の他通路側（左側及び下側）の3つのテーブルで，
参加者にプラスチックを使っての化石モールド及
びキャスト作りを体験してもらいます．内側（右
側）のテーブルはプラスチックを温めたり，石膏や
水を計量したりするスペースにあてました．
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第3図 「化石のキャストを作ろう」の作業の流れを説明したパネル（利光・井川作成，川畑　晶
氏デザイン）．

はスペース的にゆとりたっぷりの中でイベントは進行
していきました．

2．化石のキャストを作ろう

地質標本館の出展ブースでは，アンモナイト化石の

モールド及びキャストを参加者に作製していただきま
した．キャストとは，ここでは凸型のことを指し，化石
本体や石膏模型がキャストに当たります．それと対を
なすのがモールドで，凹型つまり化石の型を指しま
す．イベントは次のような流れで行われました（第3
図）．
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第4図　プラスチック（“おゆまる”）をホットプレートで温め
たお湯に入れて柔らかくしている様子．円滑なイ
ベント進行の為に，プラスチックが一度に9つ温
められています．イベントのノウハウは年々蓄積
されています．

（1）参加希望者は受付で整理券を受け取り，順番
が来たら席に着きます．

（2）アンモナイトの化石に，お湯で柔らかくなったプ
ラスチック（ヒノデワシ社製“おゆまる”；第4図）
を被せ，しっかりと型どりします．プラスチックが
冷えて硬化した後，化石から取り外すとモール
ドのできあがりです（第5図）．

（3）次に計量済みの石膏と水を混ぜ合わせます．
それをモールドに流し込み，軽く震動を与えて
気泡を追い出します．石膏は5～6分で固まりま
す．石膏が固まったのを確認しましたらモールド
から取り出してください．これでキャストが完成
しました．

化石模型を作製するイベントは，地質標本館で年2
回行われている「自分で作ろう！！ 化石レプリカ」など
でお馴染みかと思います（井川ほか, 2005bなど）．こ
のようなイベントは，化石を通して多くの方に地球46
億年の営みに関心を持っていただこうと，化石模型

（凸型）作製を体験していただきながら，同時にその
生物が生息していた当時の生態や，その化石の地質
学的重要性などを学習してもらうのを狙いとしていま
す．地質標本館で行う「自分で作ろう！！ 化石レプリ
カ」の場合は，研究に使用しても良いくらい精巧な化
石レプリカ（凸型）を作製していただく為，化石の型

（凹型）は地質標本館側であらかじめ準備し，参加者

には石膏を流し込んで石膏模型（凸型）作りをしても
らいます．つまりキャストのみを作っていただいてい
ることになります．

本イベントで出展した「化石のキャストを作ろう」の
特徴は，化石の型であるモールド（凹型）をまず作製
し，そのモールドを使ってキャスト（凸型）も作製する
一連の作業を参加者に体験してもらうところにありま
す．こうすることで，実物の化石（凸型）－化石のモー
ルド（凹型）－化石のキャスト（凸型）の関係を理解する
のに高い学習効果を発揮します．そして作製した凹
型は持ち帰ることができるので，自宅で石膏や紙粘土
を使ったり水を凍らせたりして何個でも模型を作るこ
とができます．また，モールドを作製する際，実物の
化石に直に触れることができるのも魅力の一つと言
えましょう（第5図）．

今回のイベントでは，地質標本館所蔵のアンモナイ
ト標本3つ（Australiceras jacki（Etheridge），白亜紀
中頃，オーストラリア・クイーンズランド産，GSJ
F16756；Tropaeum sp.，白亜紀中頃，オーストラリ
ア・クイーンズランド産，GSJ F16757；Craspedites
sp.，後期ジュラ紀，ロシア・サラトフ産，GSJ F16758）
を使用しました．いずれも中生代の小型のアンモナイ
トで，母岩に半分ほど埋まった状態のものです．一
般の方は化石というと単体がきれいに取り出されて
いる状態のものを思い浮かべ，化石が岩石の中から
取り出されるものだという認識は薄いようです．どう

第5図　化石の型どりをしたプラスチックを，化石（実物）
から外している様子．モールドはうまく出来たか
な？
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してアンモナイト化石が石とくっついているのかと，不
思議がる方もいらっしゃいました．参加者にはまずア
ンモナイト化石の産状を観察してもらい，その後にモ
ールド及びキャスト作りに取りかかっていただきまし
た．

3．つくばカピオでの様子

地質標本館の出展ブースは9時40分に開始し，終
了の16時20分まで，20分ごとの進行（途中1時間の
お昼休みあり）で，1日に17回の作製が行われました．
1回あたり6名～9名の方がモールド及びキャスト作り
を体験されました．この地質標本館の出展ブースでは
1日目に137名（このほかに4名がキャンセル），2日目
に140名（このほかに11名がキャンセル）の延べ277
名の方が体験をされました．受付をされた方の70％
はつくば市内にお住まいで，茨城県内のその他の地
域からお越しの方は23％いらっしゃいました．県外か
らお越しの方は東京都，神奈川県，千葉県，埼玉県
と，多くは関東在住の方でしたが，中には愛知県から
お見えになった方もいました．
「化石のキャストを作ろう」の受付は，両日とも9時

30分に始まり，1日目は最終回が始まる1時間前の15
時頃に終了，2日目はお昼過ぎの13時40分には定員
いっぱいになり終了しました．受付終了後にお越し
いただいた方には，参加をやむを得ずお断りしたの
ですが，受付時間内にお越しいただいた中にも，体
験できるのが3時間後と聞き，諦めてお帰りになる方
が多数いらっしゃいました．モールド及びキャスト作
りを断念された方には，こちらで用意した化石キャス
トをお土産として渡すことで対応しました（第6図）．
しかしながら，午前中の比較的早い時間にお越しい
ただいた方は，少ない待ち時間でモールド及びキャ
スト作りを体験できたようです．希な例ですが，一日
に2回作ったという幸運なお子様もいらっしゃいまし
た．今回残念ながら参加できなかった方も，また次回
チャレンジして下さいね．皆さまのお越しをお待ちし
ております．

最後になりましたが，このイベント運営では，博物
館実習の一環として，青木慶子さん（工学院大），山
田景子さん，澤田大毅さん（ともに筑波大），後藤真
希さん（茨城大），宮崎早香さん（千葉大），川田若菜
さん（常磐大）に協力いただきました．また，解説パネ
ル作成に際して川畑晶さん（地質調査情報センター）
にご協力いただきました．この場をかりて御礼申し上
げます．
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第6図　今回の「化石キャストを作ろう」を断念された方に
は，お土産として化石キャスト及び化石説明つき
ラベルをお持ち帰りいただきました．イベントスタ
ッフも頑張ってお土産作製に取り組みました．




